（原著論文）子宮頸がんとその予防に関する医療系女子大学生の知識と態度の状況について by 今井 美和 et al.
（原著論文）子宮頸がんとその予防に関する医療系
女子大学生の知識と態度の状況について







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.18, 2021
− 1 −
原著論文






目を知っている者は 48.3 ～ 100％，これらの教育を受けたことがある者，情報をマスメディアから得
たことがある者は 50% 前後で，いずれも２年生は１年生と比較して多かった．しかし，HPV 感染と
発症までの期間，HPV ワクチンの費用と効用，検診関連費用や推奨受診開始年齢・受診間隔の知識項
目を知っている者は 18.5 ～ 31.4% であった．罹患する可能性や罹患による重大性，検診受診の有益性
の認識が非常に高い者は12.5～35.8％，20歳からの子宮頸がん検診受診の意識が非常に高い者は20.3％， 
それを周囲から勧められた者は 16.6％で，定期的受診が面倒，費用が負担，産婦人科受診に抵抗があ






い．死亡率は 2000 年以降 30 代前半から 50 代後
半において増加している  1）．子宮頸がんの原因は
性行為によるヒトパピローマウイルス（human 








宮頸がん検診受診率は 20% 台  3），無料クーポン
















2, ３年生女子 179 人，医療系ではない（非医療系）
大学 1, ２年生女子 393 人の状況を分析し，それ





















50% 近く，非医療系女子大学生の場合 60% 前後
であった．なお， HPV ワクチン接種は日本では




















われの研究  8,  9）や，医療系女子大学生を対象とし



















た後の 2014 年７月に各大学で行われた． 
２. ２　質問調査項目の内容































































































計 医療系女子大学生 学 年
質問調査項目 1年生 2年生
総数 271人 198人 73人 検定*2
人 （ ％*1 ） 人 （ ％*1 ） 人 （ ％*1 ）
健康に対する意識
予防接種や検査を受けることで病気 意識している者*3 263 （ 97.0 ） 194 （ 98.0 ） 69 （ 94.5 ） ns
を予防したい 意識が非常に高い者*4 161 （ 59.4 ） 122 （ 61.6 ） 39 （ 53.4 ） ns
HPVワクチン 接種歴 接種者 214 （ 79.0 ） 167 （ 84.3 ） 47 （ 64.4 ） **




98 （ 36.2 ） 75 （ 37.9 ） 53 （ 31.5 ） ns
子宮頸がんとその予防に関する身近な存在 家族や友人など身近に
子宮頸がん体験者がいた者 5 （ 1.8 ） 4 （ 2.0 ） 1 （ 1.4 ） ns
HPVワクチン接種者がいた者 156 （ 57.6 ） 106 （ 53.5 ） 50 （ 68.5 ） *
子宮頸がん検診受診者がいた者 64 （ 23.6 ） 52 （ 26.3 ） 12 （ 16.4 ） ns
20歳からの子宮頸がん検診受診を周囲から勧められた者 45 （ 16.6 ） 20 （ 10.1 ） 25 （ 34.2 ） **
子宮頸がんとその予防に関する教育を受けたことがある者 112 （ 41.3 ） 62 （ 31.3 ） 50 （ 68.5 ） **
子宮頸がんとその予防に関する情報をマスメディアから得たこ
とのある者
138 （ 50.9 ） 89 （ 44.9 ） 49 （ 67.1 ） **
*1, 各総数における%; *2, 学年間でのχ2検定またはFisherの正確確率検定; *3, 「とても思う，思う」と回答した者; *4, 「とても思う」と回答した者; 
ns, not significant; *, p < 0.05; **, p < 0.01; ―, 分析未実施
　対象者の特徴（n=271）
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表２ 子宮頸がんとその予防に関する用語と知識 （n=271）
計 医療系女子大学生 学 年
質問調査項目 1年生 2年生
総数 271人 198人 73人 検定*2
人 （ ％*1 ） 人 （ ％*2 ） 人 （ ％*2 ）
子宮頸がんとその予防に関する用語を知っている者
子宮頸がん 271 （ 100 ） 198 （ 100 ） 73 （ 100 ） －
ヒトパピローマウイルス（HPV） 201 （ 74.2 ） 130 （ 65.7 ） 71 （ 97.3 ） **
子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン） 270 （ 99.6 ） 197 （ 99.5 ） 73 （ 100 ） ns





213 （ 78.6 ） 147 （ 74.2 ） 66 （ 90.4 ） **
初期の症状 子宮頸がんは進行するまで症状に
気づかない
131 （ 48.3 ） 87 （ 43.9 ） 44 （ 60.3 ） **
原因はHPV感染 子宮頸がんの原因はHPVというウ
イルス感染である
147 （ 54.2 ） 88 （ 44.4 ） 59 （ 80.8 ） **









85 （ 31.4 ） 60 （ 30.3 ） 25 （ 34.2 ） ns
推奨接種年齢 HPVワクチンは，性行為を経験す
る前に受けるのが効果的である
133 （ 49.1 ） 79 （ 39.9 ） 54 （ 74.0 ） **
推奨接種回数 HPVワクチンの注射回数は，半年
間に 3回である




59 （ 21.8 ） 41 （ 20.7 ） 18 （ 24.7 ） ns
副反応問題 現在，HPVワクチンの注射による
副作用が問題になっている







132 （ 48.7 ） 83 （ 41.9 ） 49 （ 67.1 ） **
検診の効用 定期的に子宮頸がん検診を受ける
ことで，子宮頸がんを予防できる














60 （ 22.1 ） 29 （ 14.5 ） 31 （ 42.5 ） **
*1, 各総数における%; *2, 学年間でのχ2検定またはFisherの正確確率検定; ns, not significant; *, p < 0.05; **, p < 0.01; ―, 分析未実施
表２　子宮頸がんとその予防に関する用語と知識（n=271）

















計 医療系女子大学生 学 年
質問調査項目 1年生 2年生
総数 271人 198人 73人 検定*2




HPVワクチンを受けなかったら，将来 認識している者*3 183 （ 67.5 ） 139 （ 70.2 ） 44 （ 60.3 ） ns
子宮頸がんになるかもしれない 認識が非常に高い者*4 38 （ 14.0 ） 28 （ 14.1 ） 10 （ 13.7 ） ns
子宮頸がん検診未受診の場合
子宮頸がん検診を受けなかったら，将 認識している者 186 （ 68.6 ） 141 （ 71.2 ） 45 （ 61.6 ） ns
来子宮頸がんになるかもしれない 認識が非常に高い者 34 （ 12.5 ） 26 （ 13.1 ） 8 （ 11.0 ） ns
重大性の認識
医学的な面から 子宮頸がんは命にか 認識している者 241 （ 88.9 ） 176 （ 88.9 ） 65 （ 89.0 ） ns
かわる怖い病気である 認識が非常に高い者 97 （ 35.8 ） 69 （ 34.8 ） 28 （ 38.4 ） ns
社会的な面から 子宮頸がんになった 認識している者 226 （ 83.4 ） 172 （ 86.9 ） 54 （ 74.0 ） *
ら，人生が変わってしまう 認識が非常に高い者 79 （ 29.2 ） 61 （ 30.8 ） 18 （ 24.7 ） ns
子宮頸がん検診
有益性の認識 認識している者 243 （ 89.7 ） 182 （ 91.9 ） 61 （ 83.6 ） *
子宮頸がんを予防してくれる 認識が非常に高い者 73 （ 26.9 ） 58 （ 29.3 ） 15 （ 20.5 ） ns
障害性の認識
産婦人科受診の抵抗感
産婦人科を受診することに抵抗があ 認識している者 146 （ 53.9 ） 96 （ 48.5 ） 50 （ 68.5 ） **
る 認識が非常に高い者 28 （ 10.3 ） 10 （ 5.1 ） 18 （ 24.7 ） **
検査内容不明
どのような検査が行われるかわか 認識している者 61 （ 22.5 ） 36 （ 18.2 ） 25 （ 34.2 ） **
らないので，受けたくない 認識が非常に高い者 5 （ 1.8 ） 2 （ 1.0 ） 3 （ 4.1 ） ns
検査結果への恐怖心
検査結果を知るのが怖いので，受け 認識している者 26 （ 9.6 ） 11 （ 5.6 ） 15 （ 20.5 ） **
たくない 認識が非常に高い者 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） ―
定期的検診受診が面倒
定期的に検診を受けに病院に行くの 認識している者 157 （ 57.9 ） 105 （ 53.0 ） 52 （ 71.2 ） **
は，面倒である 認識が非常に高い者 22 （ 8.1 ） 13 （ 6.6 ） 9 （ 12.3 ） ns
費用負担
検診費用が無料または安くなけれ 認識している者 153 （ 56.5 ） 109 （ 55.1 ） 44 （ 60.3 ） ns
ば，受けたくない 認識が非常に高い者 19 （ 7.0 ） 10 （ 5.1 ） 9 （ 12.3 ） *
年齢が若い
まだ若いので，子宮頸がん検診のこ 認識している者 15 （ 5.5 ） 10 （ 5.1 ） 5 （ 6.8 ） ns
とを知る必要はない 認識が非常に高い者 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） ―
今後の受診意識
20歳を過ぎたら，子宮頸がん検診を 意識している者*3 211 （ 77.9 ） 157 （ 79.3 ） 54 （ 74.0 ） ns
受けようと思う 意識が非常に高い者*4 55 （ 20.3 ） 44 （ 22.2 ） 11 （ 15.1 ） ns
*1, 各総数における%; *2, 学年間でのχ2検定またはFisherの正確確率検定; *3, 「とても思う，思う」と回答した者; *4, 「とても思う」と回答した者; 
ns, not significant; **, p < 0.01; ―, 分析未実施
　子宮頸がんと子宮頸がん検診に対する態度（n=271）
























偏差（中央値，最小値−最大値）は 18.6 ± 0.7 歳
（19 歳，18 − 20 歳）で，１年生は 18.4 ± 0.6 歳（18
歳 , 18 − 20 歳），２年生は 19.3 ± 0.5 歳（19 歳 , 







































































齢 78.6%，HPV 感染経路 60.1%，原因は HPV 感
染 54.2%，初期の症状 48.3%，HPV 感染と発症
までの期間 19.9% であった．「HPV ワクチン」に
関する知識項目を知っている者については，副反
応問題 73.1%，推奨接種回数 59.8%，推奨接種年















割合は，「子宮頸がんと HPV」では 2.6 ± 1.4
（3, 0 − 5），52.2%，１年生は 2.3 ± 1.4（2, 0 − 5），
46.6%，２年生は 3.4 ± 1.3（3, 0 − 5），67.4% であっ
た．「HPV ワクチン」では 2.4 ± 1.3（2, 0 − 5），
47.0%，１年生は 2.2 ± 1.3（2, 0 − 5），44.0%，
２年生は2.8±1.2（3, 0−5），55.0%であった．「子
宮頸がん検診」1.9 ± 1.4（2, 0 − 5），37.2% で，
１年生は 1.5 ± 1.2（1, 0 − 5），30.2%，２年生は
2.8 ± 1.5（3, 0 − 5），56.2% であった．これら３
つを合わせた「子宮頸がんとその予防」では 6.8
± 3.3（7, 0 − 15），45.5%，１年生は 6.0 ± 3.0（6, 
0 − 15），40.3%，30.2%，２年生は 8.9 ± 2.9（9, 





















































体 験 者 」30.1%，「 役 所 の 予 防 対 策 担 当 者 」
21.9%，「母親」15.1%，「友人」1.4%，学校の先
生 1.4%，父 1.4% であった．


























































十分ではないという先行研究  9,  11- 29）を支持するも
のであった． 
次に，子宮頸がんの罹患性や罹患による重大性，
子宮頸がん検診受診の有益性を認識し , 20 歳か
らの子宮頸がん検診受診を意識している者は 67.5
～ 89.7％と多いが，これらの認識や意識が非常に













究  11,  12,  15- 20,  22- 24,  26）の結果や女子高校生や非医療系















































月 23 日に発表した 60 ～ 70% 前後という報告  10）
と同程度に多かった．HPV ワクチン接種者は子
宮頸がんや HPV ワクチンについての知識を有す




はほとんどなく  17,  18,  38），このままでは 10 代女性
はこれらの情報を得る機会がなく，知識を有する
者は極めて少ない状況になる．そこで，先行研
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Knowledge and Attitudes about Cervical Cancer and its Prevention 
among Female Medical University Students
Miwa IMAI，Kazue YOSHIDA，Marina DAIMON，
Ami NAKANISHI，Anna YAMAKOSHI
Abstract
　The present study aimed to determine the current status of knowledge and attitudes about 
cervical cancer and its prevention among first- and second- year female medical university students, 
who study health science such as nursing, laboratory sciences, radiological technology, physical 
therapy, and occupational therapy. Anonymous self-administered questionnaires were distributed 
and a total of 271 completed questionnaires were then analyzed. The percentages of respondents 
who were familiar with each of the terms and the basic information about cervical cancer and its 
prevention ranged from 48.3% to 100%, and more second-year than first-year students were familiar 
with them. Approximately 50% of the respondents had previously received education or had 
previously obtained information from mass media about cervical cancer and its prevention, and the 
majority of these respondents were second-year students. However, the percentages of those who 
had more specialized knowledge about cervical cancer and its prevention, such as the time interval 
from human papillomavirus (HPV) infection to the onset of cervical cancer, the costs and benefits of 
HPV vaccination, the related costs and recommended age for commencing cervical cancer 
screening and the interval between screening ranged from 18.5% to 31.4%. The percentages of 
those who were well aware of their susceptibility to and the severity of cervical cancer and who 
strongly believed in the benefits of cervical cancer screening ranged from 12.5% to 35.8%. The 
percentages of those who were very willing to undergo and those who had been recommended by 
family, friends, or healthcare personnel to undergo screening for cervical cancer after reaching the 
age of 20 years were 20.3% and 16.6%, respectively. The percentages of those who perceived 
barriers to cervical cancer screening, such as difficulty in regular consultation and the cost burden, 
and resistance to Obstetrics and Gynecology consultations ranged from 50% to 60%. Our results 
suggest that it is necessary to improve the perceptions and behavior of females in their mid to late 
teens and early 20s to undergo cervical cancer screening.
Keywords   health belief model, belief, human papilloma virus , cervical cancer preventive vaccine, 
perception
